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(57)【要約】
最適化特性を備えたゴルフクラブヘッドの実施形態が本
明細書に提示される。他の例及び関連方法も本明細書に
開示される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　ヘッド前部、ヘッド後部、ヘッドヒール部、ヘッドトウ部、ヘッドソール部、ヘッド上
部、及びゴルフクラブシャフトを受け入れるための内径部を有し、前記内径部がホーゼル
軸を有するホーゼル構造体を含むヘッド本体と、
　前記ヘッド前部にあるフェース部であって、打撃フェース中心点及び打撃フェース縁部
を有する打撃フェース並びに前記打撃フェース縁部によって制限されるフェース高さを有
するフェース部と、
　ヘッド重心と、
　第１の性能特性または第２の性能特性の少なくとも一方と、を備え、
　前記ゴルフクラブヘッドが地面に対してアドレス位置にあるとき、ヘッド垂直軸は、前
記ヘッド重心を通って延びると共に前記地面に垂直であり、ヘッド水平軸は、前記ヘッド
重心を通って延びると共に前記ヘッド垂直軸に直交し、
　前記ゴルフクラブヘッドのロフト面は、前記打撃フェース中心点に接し、
　前記ゴルフクラブヘッドの前面は、前記打撃フェース中心点を通って前記ホーゼル軸と
平行に延び、
　ヘッド奥行き面は、前記打撃フェース中心点を通って前記ヘッド水平軸と平行かつ前記
ロフト面に垂直に延び、
　重心（ＣＧ）高さの軸は、前記ヘッド重心を通って延びると共に、第１交点で前記ヘッ
ド奥行き面と垂直に交差し、
　前記ヘッド重心のヘッドＣＧ高さは、前記ＣＧ高さの軸に沿って、前記ヘッド重心と前
記第１交点の間で測定され、
　前記ヘッド重心のヘッドＣＧ深さは、前記前面と前記地面の交差部に位置する第２交点
と、前記ヘッド垂直軸と前記地面の交差部に位置する第３交点の間で、前記地面に平行か
つ前記前面に垂直に測定され、
　前記フェース高さは、前記ロフト面と平行に測定して約３３ｍｍ～約７１ｍｍであり、
　前記第１の性能特性は、前記ヘッドＣＧ高さを約５．０８ｍｍ以下で有し、
　前記第２の性能特性は、（ａ）７６．２ｍｍから前記フェース高さを引き、（ｂ）前記
ヘッドＣＧ深さで割ることによって定められるＣＧ性能比を０．５６以下で有する、ゴル
フクラブヘッド。
【請求項２】
　前記ゴルフクラブヘッドが前記第１の性能特性を備える、請求項１に記載のゴルフクラ
ブヘッド。
【請求項３】
　前記ゴルフクラブヘッドが前記第２の性能特性を備える、請求項１または請求項２に記
載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　前記打撃フェースの面積が約２３．６ｃｍ２～約４５．２ｃｍ２である、請求項１から
請求項３のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　前記ヘッド本体は、前記ヘッド本体の前記ソール部及び前記後部の付近に配置された錘
構造体を備え、
　前記錘構造体は、
　前記フェース高さによって定められる前記打撃フェースのフェースサイズを増加させて
、インパクト領域をより大きくし、かつ前記打撃フェースとゴルフボールの間のゴルフイ
ンパクト時に前記ゴルフボールにより多くのエネルギーを移動させ、
　前記増加させたフェースサイズによって前記ヘッドＣＧ深さが前記ヘッド前部に向かっ
て浅くなるのを制限し、それにより、前記ゴルフインパクト時に前記打撃フェースのダイ
ナミックロフトまたは前記ゴルフボールの打ち出し角の少なくとも一方を向上させ、
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　前記増加させたフェースサイズによって前記ヘッドＣＧ高さが前記ヘッド上部に向かっ
て上昇するのを制限し、それにより、前記ゴルフインパクト時に前記打撃フェースと前記
ゴルフボールの間のギア効果によって前記ゴルフボールのバックスピンを減少させる、請
求項１から請求項４のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記ヘッド本体は、前記ヘッドソール部及び前記ヘッド後部の付近に配置された錘構造
体を備え、
　前記錘構造体は、前記ヘッドソール部の外部輪郭から少なくとも部分的に突出しており
、
　前記錘構造体は、約２グラム～約５０グラムの錘質量及び約１立方センチメートル～約
３０立方センチメートルの錘体積を有する、請求項１から請求項４のいずれか１項に記載
のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記ヘッド本体は、前記ヘッド本体の前記ソール部及び前記後部の付近に配置された錘
構造体を備え、
　前記ヘッド重心と前記錘構造体の錘中心の間の錘距離は、約２５ｍｍ～約１０２ｍｍで
ある、請求項１から請求項４のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　前記ヘッド本体は、錘中心を有し、前記ヘッドソール部及び前記ヘッド後部の付近に配
置された錘構造体を備え、
　錘中心垂直距離の軸は、前記錘中心と前記地面の間に延びると共に、前記ゴルフクラブ
ヘッドが前記アドレス位置にあるときは前記地面に垂直であり、
　ヘッドＣＧ垂直距離は、前記ヘッド垂直軸に沿って、前記ヘッド重心と前記地面の間で
測定され、
　錘中心垂直距離は、前記錘中心垂直距離の軸に沿って、前記ヘッド重心と前記地面の間
で測定され、
　前記錘中心垂直距離を前記ヘッドＣＧ垂直距離で割ることによって定められる垂直距離
比が０．４４よりも大きい、請求項１から請求項４のいずれか１項に記載のゴルフクラブ
ヘッド。
【請求項９】
　前記ヘッド本体は、錘中心を有し、前記ヘッドソール部及び前記ヘッド後部の付近に配
置された錘構造体を備え、
　錘中心垂直距離の軸は、前記錘中心と前記地面の間に延びると共に、前記ゴルフクラブ
ヘッドが前記アドレス位置にあるときは前記地面に垂直であり、
　前記錘中心の錘中心深さは、前記前面と前記地面の間の交差部にある前記第２交点と、
前記錘中心垂直距離の軸と前記地面の交差部にある第４交点の間で、前記地面と平行に測
定され、
　前記錘中心深さを前記ヘッドＣＧ深さで割ることによって定められる深さ比が２．５４
未満である、請求項１から請求項４のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　前記フェース部は打撃板を含み、前記打撃板は、前記打撃板の打撃板端部に沿って前記
ヘッド前部に接合されており、
　前記打撃板端部は、前記打撃フェースの前記打撃フェース縁部の少なくとも一部を画定
し、
　前記打撃フェース縁部は、打撃フェース上端及び打撃フェース下端を含み、
　前記フェース高さは、前記打撃フェース下端から前記打撃フェース上端まで測定される
、請求項１から請求項９のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　前記打撃フェースを含むヘッド前方面をさらに備え、
　前記打撃フェースは、前記打撃フェースに沿って延びると共に前記打撃フェース中心点
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を横断する垂直ロール半径を含み、
　前記打撃フェース縁部は、前記ヘッド前方面の輪郭が前記垂直ロール半径から離れる箇
所である上部遷移境界にある打撃フェース上端、及び前記フェース部の輪郭が前記垂直ロ
ール半径から離れる箇所である下部遷移境界にある打撃フェース下端を含み、
　前記フェース高さは、前記打撃フェース下端から前記打撃フェース上端まで測定される
、
　請求項１から請求項９のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１２】
　前記ヘッドＣＧ深さが約２５ｍｍ～約１０２ｍｍである、請求項１から請求項１１のい
ずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１３】
　前記ヘッドＣＧ高さが約０ｍｍ～約５．０８ｍｍである、請求項１から請求項１２のい
ずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１４】
　前記ヘッド本体はドライバー型本体で構成され、
　前記ヘッドＣＧ高さは、約０ｍｍ～約５．０８ｍｍであり、
　前記ヘッドＣＧ深さは、約２５ｍｍ～約１０２ｍｍであり、
　前記ゴルフクラブヘッドのヘッド容量は、約４２０立方センチメートル～約４７０立方
センチメートルであり、
　前記ゴルフクラブヘッドのヘッド重量は、約１８５グラム～約２２５グラムである、請
求項１から請求項１１のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１５】
　前記ヘッドＣＧ高さが約０ｍｍ～約４．４５ｍｍである、請求項１から請求項１１のい
ずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１６】
　前記ヘッドＣＧ高さが約０ｍｍ～約３．８１ｍｍである、請求項１から請求項１１のい
ずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１７】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　ヘッド前部、ヘッド後部、ヘッドヒール部、ヘッドトウ部、ヘッドソール部、ヘッド上
部、及びゴルフクラブシャフトを受け入れるための内径部を有し、前記内径部がホーゼル
軸を有するホーゼル構造体を含むヘッド本体と、
　前記ヘッド前部に連結され、打撃フェース中心点、打撃フェース縁部及びフェース高さ
を有する打撃フェースを含むフェース部と、
　ヘッド重心と、を備え、
　前記ゴルフクラブヘッドが地面に対してアドレス位置にあるとき、ヘッド垂直軸は、前
記ヘッド重心を通って延びると共に前記地面に垂直であり、ヘッド水平軸は、前記ヘッド
重心を通って延びると共に前記ヘッド垂直軸に直交し、
　前記ゴルフクラブヘッドのロフト面は、前記打撃フェース中心点に接し、
　前記ゴルフクラブヘッドの前面は前記打撃フェース中心点を通って前記ホーゼル軸と平
行に延び、
　ヘッド奥行き面は、前記打撃フェース中心点を通って前記ヘッド水平軸と平行かつ前記
ロフト面に垂直に延び、
　重心（ＣＧ）高さの軸は、前記ヘッド重心を通って延びると共に、第１交点で前記ヘッ
ド奥行き面と垂直に交差し、
　前記ヘッド重心のヘッドＣＧ高さは、前記ＣＧ高さの軸に沿って、前記ヘッド重心と前
記第１交点の間で測定され、
　前記ヘッド重心のヘッドＣＧ深さは、前記前面と前記地面の交差部に位置する第２交点
と、前記ヘッド垂直軸と前記地面の交差部に位置する第３交点の間で、前記地面に平行か
つ前記前面に垂直に測定され、
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　前記フェース高さは、前記打撃フェース縁部によって定められ、前記ロフト面と平行に
測定して約３３ｍｍ～約７１ｍｍであり、
（ａ）７６．２ｍｍから前記フェース高さを引いたものと（ｂ）前記ヘッドＣＧ深さのＣ
Ｇ性能比が０．５６以下であり、
　前記ヘッド本体はドライバー型本体で構成され、
　前記ゴルフクラブヘッドのヘッド容量は、約４２０立方センチメートル～約４７０立方
センチメートルであり、
　前記ゴルフクラブヘッドのヘッド重量は、約１８５グラム～約２２５グラムであり、
　前記ヘッドＣＧ高さは、約０ｍｍ～約３．１８ｍｍであり、
　前記ヘッドＣＧ深さは、約２５ｍｍ～約１０２ｍｍであり、
　前記ヘッド本体は、前記ヘッド本体の前記ソール部及び前記後部の付近に配置された錘
構造体を備える、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１８】
　前記錘構造体は、
　前記フェース高さによって定められる前記打撃フェースのフェースサイズを増加させて
、インパクト領域をより大きくし、かつ前記打撃フェースとゴルフボールの間のゴルフイ
ンパクト時に前記ゴルフボールにより多くのエネルギーを移動させ、
　前記増加させたフェースサイズによって前記ヘッドＣＧ深さが前記打撃フェースに向か
って浅くなるのを制限し、それにより、前記ゴルフインパクト時に前記打撃フェースのダ
イナミックロフトまたは前記ゴルフボールの打ち出し角の少なくとも一方を向上させ、
　前記増加させたフェースサイズによって前記ヘッドＣＧ高さが前記ヘッド上部に向かっ
て上昇するのを制限し、それにより、前記ゴルフインパクト時に前記打撃フェースと前記
ゴルフボールの間のギア効果によって前記ゴルフボールのバックスピンを減少させる、請
求項１７に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１９】
　前記ヘッド重心と前記錘構造体の錘中心の間の錘距離が約２５ｍｍ～約１０２ｍｍであ
る、請求項１７または請求項１８に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２０】
　ゴルフクラブヘッドの提供方法であって、
　ヘッド前部、ヘッド後部、ヘッドヒール部、ヘッドトウ部、ヘッドソール部、ヘッド上
部、及びゴルフクラブシャフトを受け入れるための内径部を有し、前記内径部がホーゼル
軸を有するホーゼル構造体を含むヘッド本体を提供すること、
　前記ヘッド前部に、打撃フェース中心点、打撃フェース縁部及び前記打撃フェース縁部
によって制限されるフェース高さを有する打撃フェースを含むフェース部を連結すること
、並びに前記ゴルフクラブヘッドの第１の性能特性または前記ゴルフクラブヘッドの第２
の性能特性の少なくとも一方を設定すること、を含み、
　前記ゴルフクラブヘッドが地面に対してアドレス位置にあるとき、ヘッド垂直軸は、前
記ゴルフクラブヘッドのヘッド重心を通って延びると共に前記地面に垂直であり、ヘッド
水平軸は、前記ヘッド重心を通って延びると共に前記ヘッド垂直軸に直交し、
　前記ゴルフクラブヘッドのロフト面は、前記打撃フェース中心点に接し、
　前記ゴルフクラブヘッドの前面は前記打撃フェース中心点を通って前記ホーゼル軸と平
行に延び、
　ヘッド奥行き面は、前記打撃フェース中心点を通って前記ヘッド水平軸と平行かつ前記
ロフト面に垂直に延び、
　重心（ＣＧ）高さの軸は、前記ヘッド重心を通って延びると共に、第１交点で前記ヘッ
ド奥行き面と垂直に交差し、
　前記ゴルフクラブヘッドのヘッドＣＧ高さは、前記ＣＧ高さの軸に沿って、前記ヘッド
重心と前記第１交点の間で測定され、
　前記ヘッド重心のヘッドＣＧ深さは、前記前面と前記地面の交差部に位置する第２交点
と前記ヘッド垂直軸と前記地面の交差部に位置する第３交点の間で、前記地面に平行かつ
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前記前面に垂直に測定され、
　前記フェース高さは、前記ロフト面と平行に測定して約３３ｍｍ～約７１ｍｍであり、
　前記第１の性能特性は、前記ヘッドＣＧ高さを約５．０８ｍｍ以下で有し、
　前記第２の性能特性は、（ａ）７６．２ｍｍから前記フェース高さを引いて（ｂ）前記
ヘッドＣＧ深さで割ることによって定められるＣＧ性能比を０．５６以下で有する、方法
。
【請求項２１】
　前記ゴルフクラブヘッドが前記第１の性能特性を備える、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ゴルフクラブヘッドが前記第２の性能特性を備える、請求項２０または請求項２１
に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２０１３年３月１４日に米国特許商標庁において出願された米国特許出願第
１３／８０４，８５９号；
　２０１３年３月１４日に米国特許商標庁において出願された米国特許出願第１３／８０
４，９１７号；
　２０１３年３月１４日に米国特許商標庁において出願された米国特許出願第１３／８２
６，１１１号の利点を主張する国際特許出願である。
　ここに本明細書の一部を構成するものとして、上記開示を援用する。
【０００２】
　本開示は、全体としてスポーツ用品に関し、より具体的には、最適化特性を備えたゴル
フクラブヘッド及び関連方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ゴルフクラブヘッドは、多くの場合、種々の特徴を備えており、ゴルフクラブヘッドの
１つ以上の性能特性を向上させるように、これらの特徴を設計または設定することが可能
である。しかしながら、このような種々の特徴は本質的に作用し合っていることが多いた
め、ある特徴を調整または設定すると、別の特徴が本質的に変わる恐れがあり、不利とな
る場合が多い。ある例として、インパクト領域をより大きくするためにゴルフクラブの打
撃フェースを広げると、ゴルフクラブの重心位置が不利に変化する可能性があり、種々の
特徴間の相互作用を把握して各特徴をバランスよく設定または設計していない場合、結果
として意図しない性能が生じる恐れがある。
【０００４】
　上記を踏まえて、ゴルフクラブの特徴に関してさらなる進展を図り、互いに関してこれ
らの特徴のバランスを取ることにより、ゴルフクラブの性能を向上させる。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
　本開示は、添付図面と併せて、各実施形態の例に関する以下の詳細な説明を読むことに
よってさらに理解され得る。図示を簡単かつ明瞭にするため、各図面は、構成の一般的な
様態を示しており、周知の特徴及び技法に関する説明及び詳細は、本開示が必要以上に分
かりにくくならないようにするために省略される場合がある。さらに、図面の各要素は、
必ずしも縮尺に合わせて描かれたものではない。例えば、図面の各要素の一部については
、本開示の実施形態を理解しやすくするため、他の要素に比べて寸法が誇張されている場
合がある。
　異なる図面の同一の参照番号は、同一の要素を表す。本明細書及び特許請求の範囲にお
いて、「第１の」、「第２の」、「第３の」、「第４の」などの用語は、適宜、同様の要
素間で区別するために使用されるものであり、必ずしも特定の順序または時系列的順序を
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説明するために使用されるものではない。そのように使用される用語は、適当な状況下で
入れ替え可能であるため、本明細書で説明された実施形態は、例えば、ここに説明または
図示されたものと異なる順序でも実施可能であることを理解すべきである。さらに、「含
む」及び「有する」並びにこれらのあらゆる変形は、非排他的包含を含むことを意図して
いるため、列挙された要素を含むプロセス、方法、システム、物品、機器または装置は、
必ずしもこれらの要素に限定されるわけではなく、明示的に列挙されていないか、または
このようなプロセス、方法、システム、物品、機器もしくは装置に本来備わっている他の
要素が含まれていてもよい。
　本明細書及び特許請求の範囲において、「左」、「右」、「前」、「後」、「上」、「
下」、「上部」、「下部」などの用語は、適宜、説明のために使用されるものであり、必
ずしも永続的な相対位置を説明するためのものではない。そのように使用される用語は、
適当な状況下で入れ替え可能であるため、本明細書で説明された装置、方法及び／または
製造品の実施形態は、例えば、本明細書に説明または図示されたものと異なる方向でも実
施可能であることを理解すべきである。
　「連結する」「連結される」「連結」「連結している」などの用語は、幅広く解釈され
るべきであり、２つ以上の要素を機械的に、または別の方法で結合することを指す。連結
は（機械的でも別の方法でも）、例えば、永続的もしくは半永続的、または瞬間のみとい
った任意の期間にわたってよい。
　「連結される」などの用語の近くに「着脱可能に」、「着脱可能な」などの用語がない
場合でも、当該連結などが着脱可能か否かを意味するものではない。
　本明細書に定められるように、２つ以上の要素は、これらが同じ材料片で構成されてい
る場合は「一体型」である。本明細書に定められるように、２つ以上の要素は、それぞれ
が異なる材料片で構成されている場合は「非一体型」である。
【図１】本開示に係るゴルフクラブヘッドの正面図を示している。
【図２】図１の線ＩＩ－ＩＩに沿ったゴルフクラブヘッドの側断面図を示している。
【図３】図１～２のゴルフクラブヘッドの下面図を示している。
【図４】本開示に係るゴルフクラブヘッドを提供、形成及び／または製造するのに利用可
能な方法のフローチャートを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　一例では、ゴルフクラブヘッドは、ヘッド内部及びホーゼル構造体を含むヘッド本体を
備えることができる。ヘッド内部は、ヘッド前部、ヘッド後部、ヘッドヒール部、ヘッド
トウ部、ヘッド上部及びヘッドソール部によって境界付けることができる。ホーゼル構造
体は、ゴルフクラブシャフトを受け入れるための内径部を有することができ、この構造体
では、上記内径部はホーゼル軸を有することができる。ゴルフクラブヘッドは、ヘッド重
心、ヘッド重心を通ってヘッドヒール部からヘッドトウ部まで延び、ゴルフクラブヘッド
が地面に対してアドレス位置にあるときは地面と平行なヘッド水平軸、ホーゼル軸周りの
ホーゼル慣性モーメント、及びヘッド水平軸周りの水平慣性モーメントも有することがで
きる。水平慣性モーメントは、ホーゼル慣性モーメントの３９％以上とすることができる
。
【０００７】
　一例では、ゴルフクラブヘッドは、ヘッド内部及びホーゼル構造体を含むヘッド本体を
備えることができる。ヘッド内部は、ヘッド前部、ヘッド後部、ヘッドヒール部、ヘッド
トウ部、ヘッド上部及びヘッドソール部によって境界付けることができる。ホーゼル構造
体は、ゴルフクラブシャフトを受け入れるための内径部を有することができ、この構造体
では、上記内径部はホーゼル軸を有することができる。ゴルフクラブヘッドは、ヘッド重
心、ヘッド重心を通ってヘッド上部からヘッドソール部まで延びるヘッド垂直軸であって
、ゴルフクラブヘッドが地面に対してアドレス位置にあるときは地面に垂直なヘッド垂直
軸、ホーゼル軸周りのホーゼル慣性モーメント、及びヘッド垂直軸周りの垂直慣性モーメ
ントも有することができる。水平慣性モーメントは、ホーゼル慣性モーメントの５９％以
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上とすることができる。
【０００８】
　一実施態様では、ゴルフクラブヘッドの提供方法は、ヘッド内部及びホーゼル構造体を
含むヘッド本体を提供することを含むことができる。ヘッド内部は、ヘッド前部、ヘッド
後部、ヘッドヒール部、ヘッドトウ部、ヘッド上部及びヘッドソール部によって境界付け
ることができる。ホーゼル構造体は、ゴルフクラブシャフトを受け入れるための内径部を
有することができ、この構造体では、上記内径部はホーゼル軸を有することができる。こ
の方法は、ゴルフクラブのシャフトをホーゼル構造体に連結することも含むことができる
。ヘッド水平軸は、ゴルフクラブヘッドのヘッド重心を通ってヘッドヒール部からヘッド
トウ部まで延びると共に、ゴルフクラブヘッドが地面に対してアドレス位置にあるときは
地面と平行になることができる。ヘッド垂直軸は、ヘッド重心を通ってヘッド上部からヘ
ッドソール部まで延びると共に、ゴルフクラブヘッドが地面に対してアドレス位置にある
ときは地面に垂直となることができる。加えて、ヘッド本体を提供することは、（ａ）ヘ
ッド水平軸周りの水平慣性モーメントがホーゼル軸周りのホーゼル慣性モーメントの３９
％以上になるように設定すること、または（ｂ）ヘッド垂直軸周りの垂直慣性モーメント
がホーゼル軸周りのホーゼル慣性モーメントの５９％以上になるように設定することの少
なくとも一方を含むことができる。
【０００９】
　一例では、ゴルフクラブヘッドは、ヘッド前部、ヘッド後部、ヘッドヒール部、ヘッド
トウ部、ヘッドソール部、ヘッド上部及びホーゼル構造体を含むヘッド本体を備えること
ができる。上記ホーゼル構造体は、ゴルフクラブのシャフトを受け入れるための内径部を
有し、この構造体では、上記内径部はホーゼル軸を有することができる。ゴルフクラブヘ
ッドは、ヘッド前部にあり、打撃フェース中心点を有する打撃フェース、立方センチメー
トル（ｃｕｂｉｃ　ｃｅｎｔｉｍｅｔｅｒ：ｃｃ）で測定されたヘッド容量であって、そ
の大きさが４２０よりも大きいヘッド容量、ヘッド重心及び最適化特性も備えることがで
きる。ゴルフクラブヘッドが地面に対してアドレス位置にあるとき、ヘッド垂直軸は、ヘ
ッド重心を通って延びると共に地面に垂直であり、ヘッド水平軸は、ヘッド重心を通って
延びると共にヘッド垂直軸に直交している。ゴルフクラブヘッドのロフト面は、打撃フェ
ース中心点に接することができる。ゴルフクラブヘッドの前面は、打撃フェース中心点を
通ってホーゼル軸と平行に延びることができる。ヘッド奥行き面は、打撃フェース中心点
を通ってヘッド水平軸と平行かつロフト面に垂直に延びることができる。重心（Ｃｅｎｔ
ｅｒ　ｏｆ　Ｇｒａｖｉｔｙ：ＣＧ）高さの軸は、ヘッド重心を通って延びると共に、第
１交点でヘッド奥行き面に垂直に交差することができる。ヘッド重心のヘッドＣＧ高さは
、ＣＧ高さの軸に沿って、ヘッド重心と第１交点の間で測定することができる。ヘッド重
心のヘッドＣＧ深さは、（ａ）前面と地面の交差部に位置する第２交点と、（ｂ）ヘッド
垂直軸と地面の交差部に位置する第３交点の間で、地面と平行かつ前面に垂直に測定する
ことができる。最適化特性は、（ａ）ヘッド容量の大きさを、（ｂ）ヘッドＣＧ深さをヘ
ッドのＣＧ高さの絶対値で割った比に加えることによって定めることができる。この最適
化特性は、４２５以上とすることができる。
【００１０】
　一例では、ゴルフクラブヘッドは、ヘッド前部、ヘッド後部、ヘッドヒール部、ヘッド
トウ部、ヘッドソール部、ヘッド上部及びホーゼル構造体を含むヘッド本体を備えること
ができる。上記ホーゼル構造体は、ゴルフクラブのシャフトを受け入れるための内径部を
有し、この構造体では、上記内径部はホーゼル軸を有することができる。ゴルフクラブヘ
ッドは、ヘッド前部にあり、打撃フェース中心点を有する打撃フェース、及びヘッド重心
も備えることができる。ゴルフクラブヘッドが地面に対してアドレス位置にあるとき、ヘ
ッド垂直軸は、ヘッド重心を通って延びると共に地面に垂直であり、ヘッド水平軸は、ヘ
ッド重心を通って延びると共にヘッド垂直軸に直交している。ゴルフクラブヘッドのロフ
ト面は、打撃フェース中心点に接することができる。ゴルフクラブヘッドの前面は、打撃
フェース中心点を通ってホーゼル軸と平行に延びることができる。ヘッド奥行き面は、打
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撃フェース中心点を通ってヘッド水平軸と平行かつロフト面に垂直に延びることができる
。ＣＧ高さの軸は、ヘッド重心を通って延びることができ、第１交点でヘッド奥行き面に
垂直に交差することができる。ヘッド重心のヘッドＣＧ高さは、ＣＧ高さの軸に沿って、
ヘッド重心と第１交点の間で測定することができる。ヘッド重心のヘッドＣＧ深さは、（
ａ）前面と地面の交差部に位置する第２交点と、（ｂ）ヘッド垂直軸と地面の交差部に位
置する第３交点の間で、地面と平行かつ前面に垂直に測定することができる。ヘッドＣＧ
高さの絶対値は、２．５４ｍｍ以下とすることができる。ヘッドＣＧ深さは、４０．６４
ｍｍ以上とすることができる。
【００１１】
　一実施態様では、ゴルフクラブヘッドの提供方法は、ヘッド前部、ヘッド後部、ヘッド
ヒール部、ヘッドトウ部、ヘッドソール部、ヘッド上部及びホーゼル構造体を含むヘッド
本体を提供することを含むことができる。上記ホーゼル構造体は、ゴルフクラブのシャフ
トを受け入れるための内径部を有し、この内径部はホーゼル軸を有する。上記方法は、打
撃フェースをヘッド前部に連結すること、及びゴルフクラブヘッドの最適化特性を設定す
ることも含むことができる。打撃フェースは、打撃フェース中心点を有する。ゴルフクラ
ブヘッドのヘッド容量は、立方センチメートル（ｃｃ）で測定することができ、その大き
さを４２０よりも大きくすることができる。ゴルフクラブヘッドが地面に対してアドレス
位置にあるとき、ヘッド垂直軸は、ヘッド重心を通って延びると共に地面に垂直となるこ
とができる。ヘッド水平軸は、ヘッド重心を通って延びると共にヘッド垂直軸に直交する
ことができる。ゴルフクラブヘッドのロフト面は、打撃フェース中心点に接することがで
きる。ゴルフクラブヘッドの前面は、打撃フェース中心点を通ってホーゼル軸と平行に延
びることができる。ヘッド奥行き面は、打撃フェース中心点を通ってヘッド水平軸と平行
かつロフト面に垂直に延びることができる。ＣＧ高さの軸は、ヘッド重心を通って延びる
ことができ、第１交点でヘッド奥行き面に垂直に交差することができる。ヘッド重心のヘ
ッドＣＧ高さは、ＣＧ高さの軸に沿って、ヘッド重心と第１交点の間で測定することがで
きる。ヘッド重心のヘッドＣＧ深さは、（ａ）前面と地面の交差部に位置する第２交点と
、（ｂ）ヘッド垂直軸と地面の交差部に位置する第３交点の間で、地面と平行かつ前面に
垂直に測定することができる。最適化特性は、（ａ）ヘッド容量の大きさを、（ｂ）ヘッ
ドＣＧ深さをヘッドのＣＧ高さの絶対値で割った比に加えることによって設定することが
でき、ここでは上記最適化特性を４２５以上とすることができる。
【００１２】
　一例では、ゴルフクラブヘッドは、ヘッド本体、フェース部及びヘッド重心、並びに第
１の性能特性または第２の性能特性のうちの少なくとも１つを備えることができる。ヘッ
ド本体は、ヘッド前部、ヘッド後部、ヘッドヒール部、ヘッドトウ部、ヘッドソール部、
ヘッド上部、及びホーゼル構造体を含むことができる。このホーゼル構造体は、ゴルフク
ラブのシャフトを受け入れるための内径部を有し、この内径部はホーゼル軸を有する。フ
ェース部は、ヘッド前部に存在することができ、打撃フェース中心点、打撃フェース縁部
、及び打撃フェース縁部によって制限されるフェース高さを有することができる。ゴルフ
クラブヘッドが地面に対してアドレス位置にあるとき、ヘッド垂直軸は、ヘッド重心を通
って延びると共に地面に垂直であり、ヘッド水平軸は、ヘッド重心を通って延びると共に
ヘッド垂直軸に直交している。ゴルフクラブヘッドのロフト面は、打撃フェース中心点に
接することができる。ゴルフクラブヘッドの前面は、打撃フェース中心点を通ってホーゼ
ル軸と平行に延びることができる。ヘッド奥行き面は、打撃フェース中心点を通ってヘッ
ド水平軸と平行かつロフト面に垂直に延びることができる。ＣＧ高さの軸は、ヘッド重心
を通って延びることができ、第１交点でヘッド奥行き面に垂直に交差することができる。
ヘッド重心のヘッドＣＧ高さは、ＣＧ高さの軸に沿って、ヘッド重心と第１交点の間で測
定することができる。ヘッド重心のヘッドＣＧ深さは、（ａ）前面と地面の交差部に位置
する第２交点と、（ｂ）ヘッド垂直軸と地面の交差部に位置する第３交点の間で、地面と
平行かつ前面に垂直に測定することができる。フェース高さは、ロフト面と平行に測定し
て、約３３ｍｍ～約７１ｍｍとすることができる。第１の性能特性は、約５．０８ｍｍ以
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下のヘッドＣＧ高さを有することができる。第２の性能特性は、（ａ）７６．２ｍｍから
フェース高さを引き、（ｂ）ヘッドＣＧ深さで割ることによって定められるＣＧ性能比を
０．５６以下で有することができる。
【００１３】
　一例では、ゴルフクラブヘッドは、ヘッド本体、フェース部及びヘッド重心を備えるこ
とができる。ヘッド本体は、ヘッド前部、ヘッド後部、ヘッドヒール部、ヘッドトウ部、
ヘッドソール部、ヘッド上部、及びホーゼル構造体を含むことができる。このホーゼル構
造体は、ゴルフクラブのシャフトを受け入れるための内径部を有し、この内径部はホーゼ
ル軸を有する。フェース部は、ヘッド前部に連結することができ、打撃フェース中心点、
打撃フェース縁部及びフェース高さを有する打撃フェースを備えることができる。ゴルフ
クラブヘッドが地面に対してアドレス位置にあるとき、ヘッド垂直軸は、ヘッド重心を通
って延びると共に地面に垂直であり、ヘッド水平軸は、ヘッド重心を通って延びると共に
ヘッド垂直軸に直交している。ゴルフクラブヘッドのロフト面は、打撃フェース中心点に
接することができる。ゴルフクラブヘッドの前面は、打撃フェース中心点を通ってホーゼ
ル軸と平行に延びることができる。ヘッド奥行き面は、打撃フェース中心点を通ってヘッ
ド水平軸と平行かつロフト面に垂直に延びることができる。ＣＧ高さの軸は、ヘッド重心
を通って延びることができ、第１交点でヘッド奥行き面に垂直に交差することができる。
ヘッド重心のヘッドＣＧ高さは、ＣＧ高さの軸に沿って、ヘッド重心と第１交点の間で測
定することができる。ヘッド重心のヘッドＣＧ深さは、（ａ）前面と地面の交差部に位置
する第２交点と、（ｂ）ヘッド垂直軸と地面の交差部に位置する第３交点の間で、地面と
平行かつ前面に垂直に測定することができる。フェース高さは、打撃フェース縁部によっ
て定められており、ロフト面と平行に測定して約３３ｍｍ～約７１ｍｍとすることができ
る。（ａ）７６．２ｍｍからフェース高さを引いたものと（ｂ）ヘッドＣＧ深さのＣＧ性
能比は、０．５６以下である。ヘッド本体は、ドライバー型本体で構成することができる
。ゴルフクラブヘッドのヘッド容量は、約４２０ｃｃ～約４７０ｃｃとすることができる
。ゴルフクラブヘッドのヘッド重量は、約１８５グラム～約２２５グラムとすることがで
きる。ヘッドＣＧ高さは、約０ｍｍ～約３．１８ｍｍとすることができる。ヘッドＣＧ深
さは、約２５ｍｍ～約１０２ｍｍとすることができる。ヘッド本体は、ヘッド本体のソー
ル部及び後部の付近に配置された錘構造体を備えることができる。
【００１４】
　一実施態様では、ゴルフクラブヘッドの提供方法は、ヘッド前部、ヘッド後部、ヘッド
ヒール部、ヘッドトウ部、ヘッドソール部、ヘッド上部、及びホーゼル構造体を含むヘッ
ド本体を提供することを含むことができる。このホーゼル構造体は、ゴルフクラブのシャ
フトを受け入れるための内径部を有し、この内径部はホーゼル軸を有する。上記方法は、
フェース部をヘッド前部に連結することも含むことができ、このフェース部は、打撃フェ
ース中心点、打撃フェース縁部、及び打撃フェース縁部によって制限されるフェース高さ
を有する打撃フェースを備える。この方法は、ゴルフクラブヘッドの第１の性能特性また
はゴルフクラブヘッドの第２の性能特性の少なくとも一方を設定することをさらに含む。
ゴルフクラブヘッドが地面に対してアドレス位置にあるとき、ヘッド垂直軸は、ゴルフク
ラブヘッドのヘッド重心を通って延びると共に地面に垂直であり、ヘッド水平軸は、ヘッ
ド重心を通って延びると共にヘッド垂直軸に直交している。ゴルフクラブヘッドのロフト
面は、打撃フェース中心点に接することができる。ゴルフクラブヘッドの前面は、打撃フ
ェース中心点を通ってホーゼル軸と平行に延びることができる。ヘッド奥行き面は、打撃
フェース中心点を通ってヘッド水平軸と平行かつロフト面に垂直に延びることができる。
ＣＧ高さの軸は、ヘッド重心を通って延びることができ、第１交点でヘッド奥行き面に垂
直に交差することができる。ヘッド重心のヘッドＣＧ高さは、ＣＧ高さの軸に沿って、ヘ
ッド重心と第１交点の間で測定することができる。ヘッド重心のヘッドＣＧ深さは、（ａ
）前面と地面の交差部に位置する第２交点と、（ｂ）ヘッド垂直軸と地面の交差部に位置
する第３交点の間で、地面と平行かつ前面に垂直に測定することができる。フェース高さ
は、ロフト面と平行に測定して、約３３ｍｍ～約７１ｍｍとすることができる。第１の性
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能特性は、約５．０８ｍｍ以下のヘッドＣＧ高さを有することができる。第２の性能特性
は、（ａ）７６．２ｍｍからフェース高さを引き、（ｂ）ヘッドＣＧ深さで割ることによ
って定められるＣＧ性能比を０．５６以下で有することができる。
【００１５】
　その他の例及び実施形態も、本明細書でさらに開示される。こうした例及び実施形態は
、図面、特許請求の範囲及び／または本説明に見られ得る。
【００１６】
　図面に目を向けると、図１は、ゴルフクラブヘッド１０００の正面図を示しており、こ
のゴルフクラブヘッドは、ヘッド本体１１００及びフェース部１２００を備える。フェー
ス部１２００は、打撃フェース１２１０を含む。図２は、図１の線ＩＩ－ＩＩに沿ったゴ
ルフクラブヘッド１０００の側断面図を示している。図３は、ゴルフクラブヘッド１００
０のゴルフクラブヘッド１０００の下面図を示している。図１～３は、地面１０１０に対
してアドレス位置にあるゴルフクラブヘッド１０００を表している。これらの図において
、ゴルフクラブヘッド１０００の正面図（図１）に関しては、ホーゼル軸１７１０は、地
面１０１０との角度が６０度であり、ゴルフクラブヘッド１０００の側面図（図２）に関
しては、ホーゼル軸１７１０は、地面１０１０と実質的に垂直である。
【００１７】
　本実施形態では、ヘッド本体１１００及びフェース部１２００は、例えば、溶接法によ
って接合された異なる材料片で構成されている。しかしながら、他の例では、フェース部
１２００は、ヘッド前部１１１０、ヘッド上部１１２０、ヘッドソール部１１３０、ヘッ
ドヒール部１１４０、ヘッドトウ部１１５０及び／またはヘッド後部２１６０などのヘッ
ド本体１１００の１つ以上の各部と共に単一の材料片で構成されてよい。ゴルフクラブヘ
ッド１０００のヘッド前方面１１６０は、打撃フェース１２１０、フェース部１２００及
びヘッド前部１１１０の少なくとも一部を含む。一部の実施形態では、ヘッド前方面１１
６０は、ヘッドソール部１１３０の少なくとも一部も含むことができる。同一または異な
る実施形態では、ヘッド前部１１１０は、打撃フェース１２１０及び／またはフェース部
１２００を含むことができる。
【００１８】
　フェース部１２００は、打撃フェース中心点１２１１、打撃フェース縁部１２１２及び
フェース高さ１２１３を有する打撃フェース１２１０を含む。打撃フェース中心点１２１
１は、本例の打撃フェース縁部１２１２の幾何学中心に配置され、かつフェース高さ１２
１３の中点に配置されている。同一または他の例では、打撃フェース中心点１２１１は、
設計されたインパクト領域１２５０に対して中心に配置することができるが、このインパ
クト領域は、打撃フェース１２１０の溝１２５９の範囲によって画定することができる。
別のアプローチとして、打撃フェース中心点１２１１は、全米ゴルフ協会（Ｕｎｉｔｅｄ
　Ｓｔａｔｅｓ　Ｇｏｌｆ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ：ＵＳＧＡ）などのゴルフ管理団体
の規定に従って配置することができる。例えば、打撃フェース中心点１２１１は、ＵＳＧ
Ａによるゴルフクラブヘッドの可撓性を測定するための手順（「Ｆｌｅｘｉｂｉｌｉｔｙ
　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ」）（ＵＳＧＡ－ＴＰＸ３００４，　Ｒｅｖ．　１．０．０，　２
００８年５月１日）（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｕｓｇａ．ｏｒｇ／ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ／
ｔｅｓｔｉｎｇ／ｐｒｏｔｏｃｏｌｓ／Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ－Ｆｏｒ－Ｍｅａｓｕｒｉｎ
ｇ－Ｔｈｅ－Ｆｌｅｘｉｂｉｌｉｔｙ－Ｏｆ－Ａ－Ｇｏｌｆ－Ｃｌｕｂ－Ｈｅａｄ／で入
手可能）のセクション６．１に従って決めることができる。
【００１９】
　ゴルフクラブヘッド１０００は、ロフト面２２７０（図２）を備えており、この面は、
打撃フェース１２１０の打撃フェース中心点１２１１に少なくとも接している。フェース
高さ１２１３は、打撃フェース縁部１２１２の打撃フェース上端１２１５と打撃フェース
下端１２１６の間でロフト面２２７０と平行に測定することができ、本例または他の例で
は約３３ミリメートル（ｍｍ）～約７１ｍｍとすることができる。
【００２０】
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　打撃フェース縁部１２１２は、フェース高さ１２１３を画定する打撃フェース上端１２
１５及び打撃フェース下端１２１６を含むが、フェース部１２００の全体を境界付ける必
要はない。例えば、図１から理解できるように、打撃フェース１２１０は、打撃フェース
縁部１２１２によって境界付けられるが、フェース部１２００の一部にすぎない。一部の
例では、打撃フェース１２１０は、ロール半径及び／またはバルジ半径を有することがで
きる。打撃フェース縁部１２１２は、フェース部１２００の輪郭が打撃フェース１２１０
のロール半径及び／またはバルジ半径から離れる箇所である遷移境界に沿って画定するこ
とができる。例えば、図２は、ゴルフクラブヘッド１０００の上部遷移境界の一部を拡大
表示したものを含んでおり、打撃フェース１２１０に沿って延びる垂直ロール半径２１７
０を強調すると共に、ヘッド前方面１１６０が垂直ロール半径２１７０から離れる箇所で
ある上部遷移境界において、打撃フェース上端１２１５がどのように位置しているかを示
している。図２は、ゴルフクラブヘッド１０００の下部遷移境界の一部を拡大表示したも
のも含んでおり、打撃フェース１２１０に沿って垂直に延びる垂直ロール半径２１７０を
強調すると共に、ヘッド前方面１１６０が垂直ロール半径２１７０から離れる箇所である
下部遷移境界において、打撃フェース下端１２１６がどのように位置しているかを示して
いる。
【００２１】
　同一または他の実施形態では、打撃フェース縁部１２１２は、打撃フェースを含む打撃
板の端部に対して画定することができる。例えば、フェース部１２００は打撃板１２２０
を含んでおり、この場合、打撃フェース１２１０は、打撃板１２２０の外観面を形成し、
打撃板１２２０は、打撃板端部１２２１に沿ってヘッド前部１１１０に接合されている。
本例では、打撃板端部１２２１は、打撃フェース縁部１２１２の少なくとも一部を画定す
る。このように画定される部分には、打撃フェース縁部１２１２の上部及び下部が含まれ
ており、これらの各部には打撃フェース上端１２１５及び打撃フェース下端１２１６がそ
れぞれ位置して、フェース高さ１２１３を画定する。上記以外にも他の例が可能であり、
その場合には、打撃板の打撃板端部が、打撃フェースの打撃フェース縁部の大部分または
全てを画定することができる。
【００２２】
　図２に示すように、ゴルフクラブヘッド１０００は、ヘッド重心（ＣＧ）２５００、ヘ
ッド奥行き面２３１０及びＣＧ高さの軸２３２０も備える。図中、ヘッド奥行き面２３１
０は、打撃フェース中心点１２１１を通って延びると共にロフト面２２７０に直交してお
り、ＣＧ高さの軸２３２０は、ヘッド重心２５００を通って延びると共に交点２８０１で
ヘッド奥行き面２３１０に垂直に交差している。
【００２３】
　ヘッド重心２５００は、ＣＧ高さ２５２０及びＣＧ深さ２５１０を有するが、これらに
より、ゴルフクラブヘッド１０００に対してヘッド重心２５００が位置付けられる。本例
では、ＣＧ高さ２５２０は、ＣＧ高さの軸２３２０に沿ってヘッド重心２５００と交点２
８０１の間で測定することができる。ＣＧ深さ２５１０は、図２から理解できるように、
地面１０１０と平行に、かつ交点２８０２と交点２８０３の間で測定することができる。
本例では、交点２８０２は、地面１０１０と前面２２８０の交差部によって定められるが
、ここで、前面２２８０は、打撃フェース中心点１２１１を通って延びると共にホーゼル
軸１７１０と平行であり、さらに、ゴルフクラブヘッド１０００がアドレス位置にあると
きは地面１０１０に垂直である。加えて、交点２８０３は、地面１０１０とヘッド垂直軸
１６１０の交差部によって定められるが、ここで、ヘッド垂直軸１６１０は、ヘッド重心
２５００を通って延びると共に、ゴルフクラブヘッド１０００がアドレス位置にあるとき
は地面１０１０に垂直である。ヘッド重心２５００は、地面１０１０に対して位置付ける
ことも可能であり、この場合、ヘッド重心２５００のヘッドＣＧ垂直距離２５３０は、ヘ
ッド垂直軸１６１０に沿って錘中心２７５０と地面１０１０の間で測定することができる
。
【００２４】



(13) JP 2016-512154 A 2016.4.25

10

20

30

40

50

　ゴルフクラブヘッド１０００のヘッド本体１１００は、ホーゼル構造体１２１７（図１
）、及びホーゼル構造体の内径部１２１７の中心に沿って延びるホーゼル軸１７１０も含
む。本例では、ゴルフクラブヘッド１０００のホーゼル連結機構は、ホーゼル構造体１２
１７及びシャフトスリーブ１４１１を備えており、この機構では、ゴルフシャフト１４１
０の端部にシャフトスリーブ１４１１を連結することができる。シャフトスリーブ１４１
１は、複数の構成でホーゼル構造体１２１７と連結することができる。それにより、ホー
ゼル軸１７１０に対して複数の角度で、ゴルフシャフト１４１０をホーゼル構造体１２１
７に固定することが可能となる。ただし、他の例も可能であり、その場合、シャフト１４
１０は、ホーゼル構造体１２１７に調整不可能に固定することができる。
【００２５】
　本開示に係るゴルフクラブヘッドは、その性能を最適化し、またはバランスさせる１つ
以上の最適化特性を呈するように構成することができる。例えば、本設計によって最適化
を求めるゴルフクラブヘッドのある特性は、フェース高さ及び／またはフェースサイズの
特性である。ゴルフクラブヘッドのフェース高さ及び／またはフェースサイズを最大化す
ると、いくつかの利点を得ることができる。こうした利点としては、打撃フェースにおけ
る対象物とのインパクト領域が拡大されて、より許容性のあるクラブヘッドが得られるこ
となどがあり、このようなクラブヘッドを用いると、打撃フェース中心点から外れて打撃
されたゴルフショットに対しても良好な結果が得られる。加えて、打撃フェースの高さを
より高くし、かつ／またはそのサイズをより大きくすると、ゴルフボールとのインパクト
時に、ゴルフボールにエネルギーをより適切に移動させることができる。従って、ゴルフ
クラブヘッドの特性時間または「スプリング効果」が増して、より長い距離のゴルフショ
ットが実現し得る。一部の例では、ゴルフ管理団体によって決められた特性時間の制限値
（ＵＳＧＡによって団体自体の「Ｆｌｅｘｉｂｉｌｉｔｙ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ」で決め
られた特性時間の制限値２３９マイクロ秒（μｓ）など）を達成するために、打撃フェー
スの高さまたはサイズを増加させてよい。
【００２６】
　ただし、フェース高さ及び／またはフェースサイズを見境なく増加させると、他の領域
の性能（打撃フェースとのインパクト時のゴルフボールの打ち出し角、ボールスピン及び
／またはボールスピードに関してなど）に悪影響を及ぼす可能性がある。例えば、フェー
ス高さ及び／またはフェースサイズを増加させると、重心が前方に移動するためにゴルフ
クラブヘッドの重心と打撃フェース中心点の間のＣＧ深さが浅くなる可能性がある。それ
により、ゴルフクラブヘッドのダイナミックロフトが減少するため、ゴルフボールの打ち
出し角が低下する。別の例では、フェース高さ及び／またはフェースサイズを増加させる
と、重心とヘッド奥行き面の間のＣＧ高さが上昇してゴルフクラブヘッドのソールから離
れるように重心が持ち上がる可能性がある。それにより、打撃フェースとゴルフボールの
間のギア効果が抑制されるため、そのゴルフクラブヘッドではインパクト時に生じるゴル
フボールのバックスピン量が減少しにくくなり、従って、このバックスピンの影響を受け
てボールの飛ぶ距離が短くなる。
【００２７】
　上記を考慮すると、ゴルフクラブヘッドのフェース高さまたはフェースサイズは、重心
位置に対してバランスを取る必要がある。ゴルフクラブヘッド１０００に関しては、打撃
フェース１２１０を拡大して、フェースサイズ及び／またはフェース高さ１２１３を増加
させたことにより、インパクト領域をより大きくし、かつゴルフボール２９００にエネル
ギーをより多く移動させるようにしている。特に、ゴルフクラブヘッド１０００は、イン
パクト領域をより大きくし、かつゴルフボール２９００とのインパクト時にエネルギーを
より多く移動させるために、フェース高さ１２１３を約３３ｍｍ～約７１ｍｍとすること
ができるように構成可能である。一部の例では、打撃フェース１２１０の面積（増加させ
たフェース面積を含む）は、約２３．６平方センチメートル（ｃｍ２）～約４５．２ｃｍ
２とすることができる。
【００２８】
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　上記のようにフェースサイズ及び／またはフェース高さ１２１３を増加させたにもかか
わらず、ゴルフクラブヘッド１０００は、依然として、ＣＧ高さ２５２０がヘッド上部１
１２０に向かって上昇し、かつ／またはヘッド奥行き面２３１０から離れすぎるのを制限
している。例えば、ゴルフクラブヘッド１０００は、以下の関係１を満たす第１の最適化
特性を備える。
　｜ＣＧ高さ２５２０｜≦５．０８ｍｍ　［関係１］
【００２９】
　ＣＧ高さ２５２０を約０ｍｍから関係１の制限値５．０８ｍｍまでとすることができる
例も可能である。他の例では、ＣＧ高さ２５２０は、最大で約４．４５ｍｍ、３．８１ｍ
ｍまたは３．１８ｍｍまでとすることもできる。一部の実施態様では、第１の最適化特性
は、良好な性能を得るために、打撃フェース１２１０とゴルフボール２９００の間のギア
効果を介してゴルフボール２９００のバックスピンを減少させることができる。図２では
、ヘッド重心２５００は、奥行き面２３１０の下にあり、ＣＧ高さ２５２０が奥行き面２
３１０とヘッドソール部１１３０の間で延びるように示されている。しかしながら、上記
の関係１を依然として満たしつつ、ＣＧ高さ２５２０が奥行き面２３１０とヘッド上部１
１２０の間に延びるように、ヘッド重心２５００が上記の奥行き面２３１０の上に存在す
ることができる実施形態も可能である。
【００３０】
　加えて、さらに上述のようにフェースサイズ及び／またはフェース高さ１２１３を増加
させることを考慮して、ゴルフクラブヘッド１０００は、重心２５００が打撃フェース１
２１２に向かって移動するのを依然として制限し、それによってＣＧ深さ２５１０が過度
に浅くならないようにしている。例えば、ゴルフクラブヘッド１０００は、以下の関係２
を満たす第２の最適化特性を備える。

【００３１】
　そのため、フェース高さ１２１３とＣＧ深さ２５１０の関係は、関係２に従って、第２
の最適化特性が０．５６以下を維持するようにバランスが取られており、それによってＣ
Ｇ深さ２５１０が打撃フェース１２１０に向かって浅くなり得る量を制限している。ＣＧ
深さ２５１０を約２５ｍｍ～約１０２ｍｍとすることができる例も可能である。同一また
は他の例では、ＣＧ深さ２５１０は、少なくとも約３９ｍｍとすることができる。一部の
実施態様では、第２の最適化特性により、インパクト時のゴルフクラブヘッド１０００の
ダイナミックロフトまたはゴルフボール２９００の打ち出し角の少なくとも一方を向上ま
たは最適化させることができる。
【００３２】
　一部の例では、ゴルフクラブヘッド１０００は、上述した第１または第２の最適化特性
の一方のみを備えるように構成されてよい。例えば、ゴルフクラブヘッド１０００は、第
１の最適化特性を備えるが、第２の最適化特性を備えないようにしてよく、従って、関係
２を満たさずに関係１を満たしている。別の例として、ゴルフクラブヘッド１０００は、
第２の最適化特性を備えるが、第１の最適化特性を備えないようにしてよく、従って、関
係１を満たさずに関係２を満たしている。加えて、ゴルフクラブヘッド１０００が関係１
及び関係２の両方を満たし、従って、第１及び第２の最適化特性を備える実施形態も可能
である。
【００３３】
　ゴルフクラブヘッド１０００は、そのヘッド容量（ｈｅａｄ　ｖｏｌｕｍｅ：ＨＶ）２
６００に関する第３の最適化特性を備えることもできる。本例では、ゴルフクラブヘッド
１０００のヘッド本体１０００は、４２０立方センチメートル（ｃｃ）以上のヘッド容量
を有するドライバー型本体で構成されているため、ヘッド容量の大きさは４２０以上であ
る。例えば、ヘッド本体１０００は、４２０ｃｃのヘッド容量を有することができるため
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、ヘッド容量の大きさは４２０である。別の例として、ゴルフクラブヘッド１０００は、
４６０ｃｃのヘッド容量を有することができるため、ヘッド容量の大きさは４６０である
。ゴルフクラブヘッド１０００は、一部の実施態様では、約４７０ｃｃまでのヘッド容量
を有することができ、かつ／または約１８５グラム～約２２５グラムの全ヘッド重量を有
することができる。一部の具体的な例では、全ヘッド重量を約２０２グラムとすることが
でき、かつ／または、ヘッド容量を約４６０ｃｃとすることができる。
【００３４】
　第３の最適化特性は、ヘッド容量２６００と重心２５００の位置の関係を制御すること
が可能であり、以下の関係３を満たすように定めることができる。

【００３５】
　一部の事例では、ヘッド容量２６００を増加させて、例えば、ゴルフクラブヘッド１０
００の慣性モーメント（ｍｏｍｅｎｔ　ｏｆ　ｉｎｅｒｔｉａ：ＭＯＩ）を調整すること
ができる。ただし、ヘッド容量を無制限に増加させると、ゴルフクラブヘッドの他の特性
に関して好ましくない影響が生じる可能性がある。例えば、ヘッド容量２６００を増加さ
せると、ヘッド前部１１１０に向かって、ヘッド上部１１２０に向かって、他の望ましく
ない方向に向かって、かつ／または所望の重心位置もしくは１つ以上の方向から離れるよ
うに、ヘッド重心２５００を移動させる可能性があり、それによってゴルフクラブヘッド
１０００の性能が阻害される。こうした望ましくない重心位置の変化により、ゴルフクラ
ブヘッドの１つ以上の特性（打ち出し速度、打ち出し角、ギア効果、バックスピン及び／
またはショット距離など）に悪影響を与える可能性がある。そのため、ヘッド容量２６０
０とヘッド重心２５００の位置との関係をバランスさせるのに用いられる第３の最適化特
性を設定することにより、ゴルフクラブヘッド１０００にとって望ましく、かつバランス
の取れた属性が得られる。例えば、ゴルフクラブヘッド１０００の重量分布は、ゴルフク
ラブヘッド１０００が第３の最適化特性を発揮できるようにするため、関係３を満たすよ
うに構成することが可能であり、それによってヘッド容量２６００を増加させて、慣性モ
ーメントをより大きくし、かつ打撃フェース１２１０とゴルフボール２９００のゴルフイ
ンパクト時にゴルフボール２９００により多くのエネルギーを移動させることができる。
同一または他の実施態様では、ゴルフクラブヘッド１０００の重量分布により、ヘッド容
量２６００を増加させたためにＣＧ深さ２５１０がヘッド前部１１１０に向かって浅くな
るのを制限するように構成することが可能であり、従って、ゴルフインパクト時に打撃フ
ェース１２１０のダイナミックロフトまたはゴルフボール２９００の打ち出し角の少なく
とも一方が向上する。加えて、ゴルフクラブヘッド１０００の重量分布は、ヘッド容量２
６００を増加させた結果としてＣＧ高さ２５２０がヘッド上部１１２０に向かって上昇す
るのを制限するように構成することが可能であり、それにより、ゴルフインパクト時に打
撃フェース１２１０とゴルフボール２９００の間のギア効果によってゴルフボール２９０
０のバックスピンを減少させる。
【００３６】
　上記を考慮して、関係３に従って第３の最適化特性を達成するために、ＣＧ深さ２５１
０は、４０．６４ｍｍ以上となるように構成することができる。同一または他の実施形態
では、ＣＧ高さ２５２０の絶対値は、２．５４ｍｍ以下とすることができる。なお、一部
の実施形態では、ヘッド重心２５００をヘッド奥行き面２３１０の上または下とすること
ができることを考慮して、ＣＧ高さ２５２０は、絶対値として特徴付けられている。第３
の最適化特性は、少なくとも４２５の下限を有するが、他の下限に対して第３の最適化特
性を定めることができる他の実施形態も可能である。例えば、一部の実施態様では、第３
の最適化特性は、少なくとも４３５または４４５の下限を含むことができる。ヘッド重心
２５００の位置は、関係３を満たすために、かつ／または第３の最適化特性を達成するた
めに、ゴルフクラブヘッド１０００の他の特徴に関して設計または設定することもできる
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。例えば、ヘッド重心２５００の位置は、ＣＧ深さ２５１０がヘッド奥行き長２３１２の
約２５％～約８０％を有するように構成することができる。なお、上記においてヘッド奥
行き長２３１２は、打撃フェース中心点１２１１からヘッド後部２１６０の外面と奥行き
面２３１０の交点までの寸法となる。別の例として、ヘッド重心２５００の位置は、ＣＧ
高さ２５２０がＣＧ高さの軸長２３２２の約０％～約１３％を有するように構成すること
ができる。なお、上記においてＣＧ高さの軸長２３２２は、ヘッド上部１１２０の外面と
ＣＧ高さの軸２３２０の交点から、ヘッドソール部１１３０の外面とＣＧ高さの軸２３２
０の交点までの寸法となる。
【００３７】
　ゴルフクラブヘッド１０００は、ホーゼルＭＯＩ１７１１（図１）と水平ＭＯＩ１８１
１（図１）のバランスに関する第４の最適化特性も備えることができる。ホーゼルＭＯＩ
１７１１は、ホーゼル軸１７１０周りで定められる。水平ＭＯＩ１８１１は、ヘッド水平
軸１８１０周りで定められる。この軸は、ヘッド重心２５００を通ってヘッドヒール部１
１４０からヘッドトウ部１１５０まで延びると共に、ゴルフクラブヘッド１０００が地面
１０１０に対してアドレス位置にあるときは地面１０１０と平行である。
【００３８】
　一部の例では、水平ＭＯＩ１８１１を増加させることにより、打撃フェース１２１０が
中心から外れてヘッド上部１１２０またはヘッドソール部１１３０に寄ってゴルフボール
２６００に当たる時に、ヘッド水平軸１８１０周りのゴルフクラブヘッド１０００の回転
を制限することができる。それにより、上記のような上または下の打ち損ないに対してゴ
ルフクラブヘッド１０００の許容性が向上する。例えば、水平ＭＯＩ１８１１を増加させ
るために、ヘッド前部１１１０及び／またはヘッド後部２１６０の付近に錘を追加または
再配置してよい。同一または他の例では、ヘッド前部１１１０及び／またはヘッド後部２
１６０に向かってゴルフクラブヘッド１０００を延長することができる。
【００３９】
　ただし、水平ＭＯＩ１８１１を増加させるためのこうした調整または変更は、これらが
他のゴルフクラブヘッドの特性に影響を及ぼし始める前に、ある程度まで行うことができ
る。例えば、水平ＭＯＩ１８１１を増加させるために制限なく調整を行うと、適切にバラ
ンスが取れていない場合、ホーゼルＭＯＩ１７１１が過度に増加する可能性がある。それ
により、ゴルフクラブヘッド１０００をホーゼル軸１７１０周りに回転させるための抵抗
が増加するため、ある人にとっては、ゴルフボール２６００とのインパクト時にゴルフク
ラブヘッド１０００を適切に位置決めするために（または「スクエアにする」ために）、
ゴルフスイング中にゴルフクラブを「回転させる」のが難しくなる。ホーゼルＭＯＩ１７
１１を増加させることにより、ゴルフボール２６００と打撃フェース１２１０の間のギア
効果を制限または抑制することもできる。さもなければ、このギア効果により、中心から
外れたインパクトにおいてゴルフボール２６００のスピンが多少矯正されることになる。
【００４０】
　ホーゼルＭＯＩ１７１１を減少させるために、ホーゼル軸１７１０と、ゴルフクラブヘ
ッド１０００に対する追加的または選択的な任意の質量との間の距離を制限するようにゴ
ルフクラブヘッド１０００を設計することができる。ホーゼルＭＯＩ１７１１を減少させ
るための上記アプローチは、適切にバランスが取れていない場合、水平ＭＯＩ１８１１を
増加させるための上記アプローチの一部と矛盾する可能性がある。そのため、ゴルフクラ
ブヘッド１０００に錘を追加または再分配して水平ＭＯＩ１８１１を増加させる際には、
ホーゼルＭＯＩ１７１１の増加を維持または制限することに関してバランスを取る必要が
ある。
【００４１】
　上記の観点から、ゴルフクラブヘッド１０００の第４の最適化特性は、水平ＭＯＩ１８
１１とホーゼルＭＯＩ１７１１の関係を制御して、以下の関係４を満たすようにする。
　（水平ＭＯＩ１８１１）≧３９％（ホーゼルＭＯＩ１７１１）　［関係４］
【００４２】
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　ゴルフクラブヘッド１０００に対し、その第４の最適化特性が関係４の要件を上回るこ
とができるように構成できる例が可能である。ある例として、一部の実施態様では、ゴル
フクラブヘッド１０００の第４の最適化特性は、水平ＭＯＩ１８１１が、ホーゼルＭＯＩ
１７１１の４０％以上、ホーゼルＭＯＩ１７１１の４５％以上、またはホーゼルＭＯＩ１
７１１の５０％以上となるように構成することができる。本例では、水平ＭＯＩ１８１１
は、約３７４０グラム平方センチメートル（ｇ・ｃｍ２）であるが、これを約２８００ｇ
・ｃｍ２～約４３００ｇ・ｃｍ２の範囲とすることができる例も可能である。ホーゼルＭ
ＯＩ１７１１は、本例では約９３７０ｇ・ｃｍ２であるが、同一または他の例では約７０
００ｇ・ｃｍ２～約１１，０００ｇ・ｃｍ２の範囲とすることもできる。
【００４３】
　ゴルフクラブヘッド１０００は、ホーゼルＭＯＩ１７１１と垂直ＭＯＩ１６１１（図１
）のバランスに関する第５の最適化特性も備えることができる。垂直ＭＯＩ１６１１は、
ヘッド垂直軸１６１０周りで定められる。この軸は、ヘッド重心２５００を通ってヘッド
上部１１２０からヘッドソール部１１３０まで延びると共に、ゴルフクラブヘッド１００
０がアドレス位置にあるときは地面１０１０に垂直である。垂直ＭＯＩ１６１１は、本例
では約５３００ｇ・ｃｍ２であるが、同一または他の例では約４７００ｇ・ｃｍ２～約６
０００ｇ・ｃｍ２の範囲とすることもできる。
【００４４】
　一部の例では、垂直ＭＯＩ１６１１を増加させることにより、打撃フェース１２１０が
中心から外れてヘッドヒール部１１４０に寄って（またはヘッドトウ部１１５０に寄って
）ゴルフボール２６００と当たる時に、ヘッド垂直軸１６１０周りのゴルフクラブヘッド
１０００の回転を制限することができる。それにより、上記のようなヒール側またはトウ
側の打ち損ないに対してゴルフクラブヘッド１０００の許容性が向上する。例えば、垂直
ＭＯＩ１６１１を増加させるために、ヘッドヒール部１１４０及び／またはヘッドトウ部
１１５０の付近に錘を追加または再配置することができる。同一または他の例では、ヘッ
ドヒール部１１４０及び／またはヘッドトウ部１１５０に向かってゴルフクラブヘッドを
延長することができる。
【００４５】
　ただし、垂直ＭＯＩ１６１１を増加させるためのこうした調整または変更は、これらが
他のゴルフクラブヘッドの特性に影響を及ぼし始める前に、ある程度まで行うことができ
る。例えば、垂直ＭＯＩ１６１１を増加させるために制限なく調整を行うと、適切にバラ
ンスが取れていない場合、ホーゼルＭＯＩ１７１１が過度に増加する可能性があるが、そ
れにより、上記のようにゴルフクラブヘッド１０００をホーゼル軸１７１０周りに回転さ
せるための抵抗が増加する。加えて、ホーゼルＭＯＩ１７１１を減少させるための一部の
アプローチは、適切にバランスが取れていない場合、垂直ＭＯＩ１６１１を増加させるた
めの上記アプローチの一部と矛盾する可能性がある。そのため、ゴルフクラブヘッド１０
００に錘を追加または再分配して垂直ＭＯＩ１６１１を増加させる際には、ホーゼルＭＯ
Ｉ１７１１の増加を維持または制限することに関してバランスを取る必要がある。
【００４６】
　上記の観点から、ゴルフクラブヘッド１０００の第５の最適化特性は、垂直ＭＯＩ１６
１１とホーゼルＭＯＩ１７１１の関係を制御して、以下の関係５を満たすようにする。
　（垂直ＭＯＩ１６１１）≧５９％（ホーゼルＭＯＩ１７１１）　［関係５］
【００４７】
　ゴルフクラブヘッド１０００に対し、その第５の最適化特性が関係５の要件を上回るこ
とができるように構成できる例が可能である。ある例として、一部の実施態様では、ゴル
フクラブヘッド１０００の第５の最適化特性は、垂直ＭＯＩ１６１１が、ホーゼルＭＯＩ
１７１１の６０％以上、ホーゼルＭＯＩ１７１１の６５％以上、またはホーゼルＭＯＩ１
７１１の７０％以上となるように構成することができる。一部の例では、ゴルフクラブヘ
ッド１０００は、その第４の最適化特性が関係４を満たすと共に、その第５の最適化特性
も関係５を満たすように構成することができる。
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【００４８】
　一部の実施態様では、ゴルフクラブヘッド１０００の質量分布、またはゴルフクラブヘ
ッド１０００の種々の要素間の関係を調整することにより、上述した第１、第２、第３、
第４及び／または第５の最適化特性を発揮するようにゴルフクラブヘッド１０００を構成
することができる。このような目的のために、図２～３から理解できるように、ゴルフク
ラブヘッド１０００は、ヘッドソール部１１３０及びヘッド後部２１６０の付近に配置さ
れた錘構造体２７００を備えることができる。一部の構成では、関係１、関係２、関係３
、関係４及び／または関係５によって課された制約を満たすように、錘構造体２７００を
設計及び／または配置することが可能であり、それにより、打撃フェース１２１０のフェ
ース高さもしくはフェースサイズ、ゴルフクラブヘッド１０００のヘッド容量２６００、
重心２５００の位置及び／または種々の慣性モーメントのバランスを取る。
【００４９】
　図３から理解できるように、時計盤３５００に対して錘構造体２７００を配置すること
が可能であるが、この時計盤は、打撃フェース１２１０に関して位置合わせすることがで
きる。例えば、時計盤３５００は、１２時線３５１２を含むが、この線は、本実施形態の
打撃フェース中心点１２１１に位置合わせされている。１２時線３５１２は、前部交線３
２７１に直交しているが、この交線は、ロフト面２２７０（図２～３）と地面１０１０（
図１～２）の交差部によって定められる。時計盤３５００は、前部１１１０の前端と後部
２１６０の後端の間の中点において、１２時線３５１２に沿って中央に配置されている。
同一または他の例では、ゴルフクラブヘッド１０００の幾何学中心に近接するように時計
盤中心点３５１５を位置決めすることができる。時計盤３５００は、ヘッドヒール部１１
４０に向かって延びる３時線３５０３及びヘッドトウ部１１５０に向かって延びる９時線
３５０９も含む。
【００５０】
　錘構造体２７００の錘縁部２７０５は、本実施形態では、時計盤３５００の４時線３５
０４と８時線３５０８の間に少なくとも部分的に制限されてヘッド後部２１６０付近に配
置されており、それと共に５時線３５０５と７時線３５０７の間に錘中心２７５０が配置
されている。本時計盤などの例では、錘縁部２７０５は、４時線３５０４と８時線３５０
８の間に完全に制限されている。本例では、錘縁部２７０５は、ゴルフクラブヘッド１０
００の外面で定められているが、他の例も可能であり、その場合、錘縁部は、ゴルフクラ
ブヘッド１０００の内側に延びてよい（または、ゴルフクラブヘッド１０００内部で定め
られてよい）。一部の例では、より広い領域について錘２７００の位置を設定することが
できる。例えば、上記例では、錘構造体２７００の錘縁部２７０５は、時計盤３５００の
４時線３５０４と９時線３５０９の間に少なくとも部分的に制限されてヘッド後部２１６
０付近に配置することが可能であり、それと共に５時線３５０５と８時線３５０８の間に
錘中心２７５０を配置することができる。
【００５１】
　同一または他の実施形態では、ヒール部１１４０に向かって錘構造体２７００を延長ま
たは移動させることかできる。例えば、９時線３５０９に向かってではなく４時線３５０
４に向かって、錘縁部２７０５及び／または錘中心２７５０を移動させることができる。
錘構造体２７００をヘッドヒール部１１４０付近に偏らせると、ホーゼル軸１７１０と錘
構造体２７００の間の距離が制限されることにより、ホーゼル軸１７１０周りのホーゼル
ＭＯＩ１７１１を減少させることができる。それにより、スイング中にゴルフクラブヘッ
ド１０００をホーゼル軸１７１０周りにより回転しやすくすることができる。
【００５２】
　一部の例では、錘構造体２７００は、約２グラム～約５０グラムの質量及び／または約
１ｃｃ～約３０ｃｃの体積を有することができる。本例では、錘構造体２７００は、ヘッ
ドソール部１１３０の外部輪郭から突出しているため、少なくとも部分的には外部にあり
、それによってヘッド重心２５００をより大きく調整することができる。
【００５３】
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　錘構造体２７００は、同一または他の例では、着脱式錘２７９０を備えることができる
。この場合、着脱式錘２７９０は、約０．５グラム～約３０グラムの質量を有することが
でき、関係１、関係２、関係３、関係４及び／または関係５を満たすのに必要であれば、
この錘を１つ以上の他の類似の錘と置き換えることにより、ヘッド重心２５００の位置を
調整することができる。同一または他の例では、錘中心２７５０は、錘構造体２７００の
重心、着脱式錘２７９０の重心、錘構造体２７００の幾何学中心及び／または着脱式錘２
７９０の幾何学中心のうちの少なくとも１つを有する。
【００５４】
　錘中心２７５０は、地面１０１０及び錘中心垂直距離の軸２３４０に対して配置するこ
とができ、この軸は、錘中心２７５０と地面１０１０の間に延びている。錘中心垂直距離
の軸２３４０は、ゴルフクラブヘッド１０００が地面に対してアドレス位置にあるときは
地面１０１０に垂直である。従って、錘中心２７５０の錘中心垂直距離２７３０は、錘中
心垂直距離の軸２３４０に沿って錘中心２７５０と地面１０１０の間で測定することがで
きる。加えて、錘中心２７５０の錘中心深さ２７１０は、交点２８０２と交点２８０４の
間で地面１０１０と平行に測定することができる。本例では、交点２８０４は、ゴルフク
ラブヘッド１０００がアドレス位置にあるときに、地面１０１０と錘中心垂直距離の軸２
３４０の間の交差部によって定められる。同一または他の実施形態では、ヘッド重心２５
００を錘中心２７５０から隔てる錘距離２７５１（図２）が約２５ｍｍ～約１０２ｍｍと
なることができるように、錘中心２７５０を配置することができる。
【００５５】
　フェース部１２００の厚みを薄化させることができる実施形態も可能であるが、必要に
応じて、１つ以上の補強構造体を用いて打撃フェース１２１０の背面及び／またはフェー
ス部１２００とヘッド前部１１１０の接合部においてフェース部１２００を補強してよい
。関係１、関係２、関係３、関係４及び／または関係５を満たすのに望ましいのであれば
、他の質量再分配機構を利用することもできる。
【００５６】
　一部の実施態様では、ヘッド重心２５００と錘中心２７５０の関係または比は、関係１
、関係２、関係３、関係４及び／または関係５の１つ以上を満たすことができるように構
成可能である。例えば、ヘッドＣＧ垂直距離２５３０に対する錘中心垂直距離２７３０の
比によって定められる垂直距離比を０．４４よりも大きくして、ヘッド重心２５００がヘ
ッドソール部１１３０により近い状態を維持する効果を得ることができる。別の例では、
ヘッドＣＧ深さ２５１０に対する錘中心深さ２７１０の比によって定められる深さ比を２
．５４未満として、ＣＧ深さ２５１０がヘッド前部１１１０に向かって過度に浅くならな
いようにすることができる。ヘッドＣＧ垂直距離２５３０を約２８．５ｍｍ未満とするこ
とができる一部の実施態様も可能であり、その場合、錘中心垂直距離２７３０を約１２．
５ｍｍ未満とすることができ、かつ／または錘中心深さ２７１０を約９９．７ｍｍよりも
大きくすることができる。
【００５７】
　図４は、本開示に係るゴルフクラブヘッドを提供、形成及び／または製造するのに利用
可能な方法４０００のフローチャートを示す図である。一部の例では、ゴルフクラブヘッ
ドは、上記で提示されたゴルフクラブヘッド１０００（図１～３）と同様とすることがで
きる。
【００５８】
　方法４０００は、ヘッド前部を含むゴルフクラブヘッドのヘッド本体を提供するブロッ
ク４１００を含む。一部の例では、ヘッド本体は、ヘッド本体１１００（図１～３）と同
様とすることができ、ヘッド前部は、ヘッド前部１１１０（図１～３）と同様とすること
ができる。
【００５９】
　方法４０００のブロック４２００は、フェース部をヘッド前部に連結することを含み、
このヘッド前部は、フェースサイズを増加させた打撃フェースを含む。一部の例では、フ
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ェース部は、フェース部１２００（図１～２）と同様とすることができるが、これは、増
加させたフェースサイズ（フェース部に関して上述した）を有する打撃フェース１２１０
を含む。例えば、打撃フェースのフェースサイズを増加させると、一部の例では、そのフ
ェース高さを約７１ｍｍまでにすることが可能となり得る。
【００６０】
　方法４０００は、第１の最適化特性を備えるようにゴルフクラブヘッドを構成するブロ
ック４３００を含むことができ、その場合、ゴルフクラブヘッドの重心とゴルフクラブヘ
ッドの奥行き面の間のＣＧ高さは、約０ｍｍ～約５．０８ｍｍ（または０．２００インチ
）とすることができる。一部の例では、第１の最適化特性は、重心に対してゴルフクラブ
ヘッドのフェース高さまたはフェースサイズのバランスを取る関係１に関して上述したも
のと同様とすることができる。一部の例では、ＣＧ高さは、ＣＧ高さ２５２０（図２）と
同様としてよく、重心は、ヘッド重心２５００（図２）と同様としてよく、ヘッド奥行き
面は、ヘッド奥行き面２３１０（図２）と同様とすることができる。
【００６１】
　方法４０００が、第２の最適化特性を備えるようにゴルフクラブヘッドを構成するブロ
ック４４００を含むことができる実施態様も可能であり、その場合、（ａ）７６．２ｍｍ
（または約３．０インチ）からフェース高さを引いたものと、（ｂ）打撃フェース中心点
と重心の間のＣＧ深さとの比は、０．５６未満である。一部の例では、第２の最適化特性
は、重心深さに対してゴルフクラブヘッドのフェース高さまたはフェースサイズのバラン
スを取る関係２に関して上述したものと同様とすることができる。例えば、フェース高さ
は、フェース高さ１２１３と同様とすることができ、ＣＧ深さは、ＣＧ深さ２５１０と同
様とすることができる。
【００６２】
　一部の例では、方法４０００は、第３の最適化特性を備えるようにゴルフクラブヘッド
を構成するブロック４５００を含むことができ、その場合、ヘッド容量の大きさにＣＧ深
さとＣＧ高さの比を加えたものは４２５以上となる。一部の実施態様では、第３の最適化
特性は、重心位置に対してヘッド容量のバランスを取る関係３に関して上述したものと同
様とすることができる。例えば、ヘッド容量の大きさは、ヘッド容量２６００の大きさ（
図２）と同様とすることができ、ＣＧ深さは、ＣＧ深さ２５１０と同様とすることができ
、ＣＧ高さは、ＣＧ高さ２５２０と同様とすることができる。
【００６３】
　方法４０００は、第４の最適化特性を備えるようにゴルフクラブヘッドを構成する一部
の実施形態において方法４６００を含むことができ、その場合、ゴルフクラブヘッドの水
平慣性モーメントは、そのホーゼル慣性モーメントの３９％以上である。一部の実施態様
では、第４の最適化特性は、ホーゼルＭＯＩ１７１１（図１）に対して水平ＭＯＩ１８１
１のバランスを取る関係４に関して上述したものと同様とすることができる。同一または
他の例では、水平慣性モーメントの大きさは、水平ＭＯＩ１８１１に関して上述したもの
と同様とすることができる。加えて、ホーゼル慣性モーメントの大きさは、ホーゼルＭＯ
Ｉ１７１１に関して上述したものと同様とすることができる。水平慣性モーメント及び／
またはホーゼル慣性モーメントが他の特徴に対して（ゴルフクラブヘッドの垂直慣性モー
メントに対してなど）バランスを取ることができる例も可能である。
【００６４】
　方法４０００のブロック４７００は、第５の最適化特性を備えるようにゴルフクラブヘ
ッドを構成する一部の実施態様において実施することができ、その場合、ゴルフクラブヘ
ッドの垂直慣性モーメントは、そのホーゼル慣性モーメントの５９％以上である。一部の
実施態様では、第５の最適化特性は、ホーゼルＭＯＩ１７１１（図１）に対して垂直ＭＯ
Ｉ１６１１のバランスを取る関係５に関して上述したものと同様とすることができる。同
一または他の例では、垂直慣性モーメントの大きさは、垂直ＭＯＩ１６１１に関して上述
したものと同様とすることができる。加えて、ホーゼル慣性モーメントの大きさは、ホー
ゼルＭＯＩ１７１１に関して上述したものと同様とすることができる。垂直慣性モーメン
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ト及び／またはホーゼル慣性モーメントが他の特徴に対して（ブロック４５００の水平慣
性モーメントに対してなど）バランスを取ることができる例も可能である。
【００６５】
　本例では、方法４０００は、ゴルフクラブヘッドの重心を調整するために、質量再配置
機構を提供するブロック４８００も含む。一部の例では、ゴルフクラブヘッドが方法４０
００のブロック４３００、ブロック４４００、ブロック４５００、ブロック４６００及び
／またはブロック４７００に関する各要件を達成できるように、質量再配置機構を構成す
ることができる。質量再配置機構は、錘構造体２７００（図２～３）などの錘構造体を備
えることができ、これにより、所望の場合には、ゴルフクラブヘッドのソール部及び／ま
たは後部の付近に重心位置を調整することができる。同一または他の実施形態では、質量
再配置機構は、ゴルフクラブヘッドのフェース部の厚みを薄化させることが可能であるが
、このとき、必要に応じて、打撃フェースの背面及び／またはゴルフクラブヘッドのフェ
ース部とヘッド本体の接合部などにおいて、１つ以上の補強構造体を用いてゴルフクラブ
ヘッドのフェース部を補強してよい。
【００６６】
　一部の例では、方法４０００の異なるブロックの１つ以上を１つのブロックに統合し、
もしくは同時に行うことができ、かつ／または、こうした各ブロックの順序を変更するこ
とができる。例えば、一部の実施形態（フェース部及びヘッド本体の少なくとも一部が単
一の材料片で構成されている場合など）では、ブロック４１００とブロック４２００を組
み合わせてよい。同一または他の例では、ブロック４８００は、ブロック４１００、ブロ
ック４３００、ブロック４４００、ブロック４５００、ブロック４６００及び／またはブ
ロック４７００の１つ以上と組み合わされてよく、ブロック４８００の質量再配置機構を
用いるなどして、ゴルフクラブヘッドの重心、フェース高さ、フェースサイズ、ヘッド容
量及び／または１つ以上の慣性モーメントを調整することにより、同時に実現されてよい
。同一または他の例では、方法４０００の各ブロックの一部をいくつかのサブブロックに
細分化することができる。例えば、ブロック４１００は、ゴルフクラブヘッドのヘッド本
体の異なる部分を提供するいくつかのサブブロックに細分化することができる。方法４０
００がさらなるブロックまたは異なるブロックを含むことができる例も可能である。ある
例として、方法４０００は、ゴルフクラブシャフトをブロック４１００のヘッド本体に提
供または連結する別のブロックを含んでよい。加えて、上述した各ブロックの一部のみを
方法４１００が含むことができる例であってもよい。例えば、ブロック４３００、ブロッ
ク４４００、ブロック４５００、ブロック４６００及び／またはブロック４７００の１つ
以上を一部の実施態様で任意としてよく、かつ／または、ブロック４３００、ブロック４
４００、ブロック４５００、ブロック４６００及び／またはブロック４７００の要件を達
成するのに必要でなければ、ブロック４８００を省略してよい。本開示の範囲から逸脱す
ることなく、方法４０００に対して他の変形例を実施することができる。
【００６７】
　本明細書では、特定の実施形態を参照して、最適化特性を備えたゴルフクラブヘッド及
び関連方法について説明してきたが、本開示の概念または範囲を逸脱せずに、各種の変更
をなすことが可能である。例えば、ドライバー型のゴルフクラブに関連して上記の例を説
明することが可能であるが、本明細書で説明された装置、方法及び製造品は、他の型のゴ
ルフクラブ（フェアウェイウッド型のゴルフクラブ、ハイブリッド型のゴルフクラブ、ア
イアン型のゴルフクラブ、ウェッジ型のゴルフクラブまたはパター型のゴルフクラブなど
）に適用可能であってもよい。あるいは、本明細書で説明された装置、方法及び製造品は
、他の種類のスポーツ用品（ホッケースティック、テニスラケット、釣り竿、スキースト
ックなど）に適用可能であってもよい。
【００６８】
　こうした変更及び他のものの別の例は、上記の説明で与えられてきた。様々な特徴の１
つ以上の特徴を有する種々の実施形態の他の置き換えも同様に企図されている。従って、
本明細書、本特許請求の範囲及び本明細書の図面は、本開示の範囲の例示となることを意
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特許請求の範囲によって要求される範囲にのみ限定されるべきであることが意図される。
【００６９】
　本明細書で述べた最適化特性を備えたゴルフクラブヘッド及び関連方法は、様々な実施
形態で実施されてよく、これらの実施形態のあるものに関する前述の議論は、必ずしも全
ての可能な実施形態の完全な記述を表すものではない。むしろ、図面についての詳細な説
明及び図面自体は、少なくとも１つの好ましい実施形態を開示しており、代替実施形態を
開示している場合もある。
【００７０】
　いずれかの特定の請求項において特許請求される全ての要素は、その特定の請求項にお
いて特許請求される実施形態にとって必須である。結果として、１つ以上の特許請求され
る要素の置換は、訂正ではなく再構成となる。加えて、特定の実施形態に関して、利益、
他の利点及び問題の解決策について説明してきた。しかしながら、利益、利点、問題の解
決策、及びいずれかの利益、利点、もしくは解決策を生じさせること、またはより明白に
させることができるいずれか１つもしくは複数の要素を、請求項のいずれかもしくは全て
にとっての極めて重要な、必要な、もしくは必須の特徴もしくは要素と解釈することは、
そのような利益、利点、解決策、または要素が、そのような請求項において明示的に述べ
られない限りはすべきでない。
【００７１】
　ゴルフのルールは時々変化することがあるので（例えば、全米ゴルフ協会（ＵＳＧＡ）
、英国ゴルフ協会（Ｒｏｙａｌ　ａｎｄ　Ａｎｃｉｅｎｔ　Ｇｏｌｆ　Ｃｌｕｂ　ｏｆ　
Ｓｔ．　Ａｎｄｒｅｗｓ：Ｒ＆Ａ）などのゴルフ標準化組織及び／またはゴルフ管理団体
により、新しい規定が採用される場合があり、または旧いルールが廃止もしくは変更され
る場合がある）、本明細書で説明された装置、方法及び製造品に関するゴルフ用具は、任
意の特定の時点においては、ゴルフのルールに適合している場合もあり、または適合して
いない場合もある。従って、本明細書で説明された装置、方法及び製造品に関するゴルフ
用具は、適合または不適合のゴルフ用具として広告され、売りに出され、かつ／または販
売される場合がある。本明細書で説明された装置、方法及び製造品は、この点に関して限
定されない。
【００７２】
　さらに、本明細書で開示された実施形態及び限定は、その実施形態及び／または限定が
、（１）請求項において明示的に特許請求されておらず、（２）均等論の下で請求項中の
明示的な要素及び／または限定の均等物であり、または潜在的な均等物である場合、公有
の原則（ｄｏｃｔｒｉｎｅ　ｏｆ　ｄｅｄｉｃａｔｉｏｎ）の下で公共用として提供され
ることはない。
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